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宿
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備
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備
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奥
駈
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視
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視
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屋
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屋
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備
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 ◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

７
月

０
１

日
(
日

)
～

０
２

日
(
月

)
 

◇
参

加
者
；
豊

嶋
 

寛
、
大

谷
展

郷
、
脇

地
眞

理
、
村

吉
光

夫
。
 

計
４

名
。

 

 

７７ ７７
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) )) 

 
小
雨

一
時

曇
り

 

朝
６

時
に

豊
嶋

車
(
村

吉
さ

ん
か

ら
沖

崎
氏

に
砂

・
砂

利
調

達
運

搬
依

頼

が
あ

り
、

持
経

宿
へ

行
く

と
伝

え
る

と
、

事
前

に
沖

崎
宅

で
砂

３
０

㎏
+
砂

利
４

０
㎏

を
積

む
)
で

新
宮

を
出

発
し

７
時

ご
ろ

に
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
着

。

こ
こ

か
ら

池
郷

林
道

に
入

り
山

道
を

ひ
た

す
ら

走
り

、
７

時
半

頃
に

ゲ
ー

ト

に
到

着
。
ゲ

ー
ト

を
入

っ
た

左
側

が
新

し
く

崩
れ

て
い

る
。
途

中
、
斜

面
の

倒
木

切
除

や
落

石
を

除
け

な
が

ら
８

時
２

０
分

に
持

経
宿

に
着

き
ま

し
た

。
 

ゲ
ー

ト
か

ら
の

林
道

は
、
所

々
崩

れ
て

お
り

四
輪

駆
動

で
無

い
と

無
理

な

感
じ

で
す

。
 

 
 

 
 

 
 

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
左

側
崩

落
 

 
 

 
 

林
道

の
倒

木
処

理
 

 

 雨
は

ま
だ

ま
だ

し
ょ

ぼ
し

ょ
ぼ

と
降

っ
て

お
り

持
経

宿
に

着
い

て
も

雨

が
止

む
様

子
は

有
り

ま
せ

ん
。
少

し
止

み
か

け
た

の
で

雨
を

押
し

て
歩

い
て

み
ま

し
た

。
し

か
し

奥
駈

道
は

鎖
場

が
多

い
の

で
岩

も
鎖

も
濡

れ
て

怖
か

っ

た
で

す
。

 

涅
槃

岳
を

過
ぎ

て
次

の
上

り
の

所
で

1
2
時

半
頃

に
な

っ
た

の
で

戻
る

事
と

し
ま

し
た

。
特

に
支

障
に

な
る

倒
木

や
崩

れ
て

い
る

所
も

な
か

っ
た

で
す

。
 

行
き

の
途

中
に

涅
槃

岳
で

若
い

方
に

出
会

い
ま

し
た

。
ゲ

ー
ト

に
車

を
置

い
て

沢
に

降
り

、
魚

(
ア

マ
ゴ

)
を

釣
り

な
が

ら
上

流
へ

釣
り

上
が

っ
て

、
涅

槃
岳

に
来

た
と

の
事

で
す

。
 

 
 

 
 

 
涅

槃
岳

へ
の

途
中

 
 

 
涅

槃
岳

で
の

渓
流

釣
り

の
若

者
 

 １
６

時
前

に
持

経
宿

に
戻

り
、
早

い
け

ど
食

事
を

す
る

と
言

う
な

り
、
雨

音
を

聞
き

な
が

ら
魚

(
し

し
ゃ

も
や

ア
ジ

干
物

)
と

お
酒

を
楽

し
み

ま
し

た
。
 

２
０

時
頃

に
寝

よ
う

か
と

思
っ

て
い

る
頃

の
真

っ
暗

な
中

に
、
天

理
市

の

村
吉

さ
ん

が
、
釈

迦
ヶ

岳
太

尾
登

山
口

か
ら

大
日

岳
へ

砂
利

荷
揚

げ
作

業
を

終
え

て
、

白
谷

林
道

を
経

て
到

着
さ

れ
ま

し
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

新
宮

6
:
0
0
→

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
7
:
3
0
→

8
;
2
0
持

経
宿

1
0
:
3
0
→

1
1
:
5
7
涅

槃

岳
→

1
2
:
3
4
昼

食
＆

引
き

返
す

→
1
5
:
5
0
持

経
宿

。
(
2
0
:
0
0
村

吉
さ

ん
到

着
)
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月月 月月
０
２

０
２

０
２

０
２
日日 日日
(( ((
月月 月月
)) ))  

 
 
 

 
 

 
 
雨
 

朝
か

ら
雨

が
降

っ
て

い
ま

し
た

。
村

吉
さ

ん
が

山
小

屋
の

前
の

道
な

ら
し

 

を
始
め

る
と

の
事

で
手

伝
い

ま
し

た
。

新
宮

か
ら

持
っ

て
き

た
砂

利
と

砂

(
４

０
㎏

)
及
び
近

く
の

山
の

砂
利

を
採

っ
て

き
て
撒

き
ま

し
た

。
い

や
は

や

雨
の

中
な

の
で

中
々

の
重
労
働

で
す

。
 

 
作

業
に

入
る

前
の

７
時

頃
に

、
昨

日
、

村
吉

さ
ん

が
大

日
岳

で
出

会
っ

た

モ
ン
ベ
ル

(
M
o
n
t
・
B
e
l
l
)
の
馬

上
さ

ん
が

到
着

し
ま

し
た

。
昨
夜

途
中

、
テ

ン
ト
泊

で
「
ず
ぶ

濡
れ
」

に
な

っ
た

と
の

事
で

、
大
変
そ

う
で

し
た

。
 

コ
ー
ヒ

ー
を
接
待

し
、
モ
ン
ベ
ル

と
「

岳
人
」
誌

の
関
係

な
ど

を
聞

き
ま

し
た

。
 

 
砂

利
採
取

作
業

か
ら

戻
る

途
中

(
8
:
2
0
)
の

雨
の

中
を
馬

上
さ

ん
は

出
発

さ

ま
し

た
。

 

 
 

 
 

小
屋

前
に

砂
と

砂
利

を
撒

き
整

備
 

 
 

作
業
後

し
ば

ら
く

時
間

を
潰

し
ま

し
た

が
、
天
気

は
雨

で
ま

だ
ま

だ
回
復

し
そ

う
も

無
い
為

、
山

歩
き

は
中

止
と

し
、

山
を

降
り

る
事

と
し

ま
し

た
。
 

 
途

中
、
き

な
り

の
郷

の
ト
イ
レ

に
寄

っ
た

あ
と

、
村

吉
さ

ん
と
別

れ
昼

に

は
新

宮
着

で
し

た
。

 
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

朝
食

6
:
3
0
 
→

7
:
1
0
作

業
8
:
5
0
→

持
経

宿
9
:
3
0
→

林
道

ゲ
ー

ト
1
0
:
0
0
 

→
1
0
:
2
0
き

な
り

の
郷

ト
イ
レ

→
1
2
:
0
0
新

宮
。
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